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< 記事の内容 > 

・ 夏季休暇中の防疫対策の徹底について 

・ 集乳車乳等の牛ウイルス性下痢（ＢＶＤ）検査について 

・ ランピースキン病発生時の対応について 

・ カラスなどの野鳥対策の徹底をお願いします！ 

・ 家畜排せつ物の流出に注意しましょう 

・ 飼料製造管理者講習会の開催について 

・ 畜産共進会開催のお知らせ 

・ 第１６回全日本ホルスタイン共進会開催のお知らせ 

< 添付資料 >  

・ ランピースキン病の感染拡大防止！ 

・ 県内で牛ボツリヌス症が発生しました 

・ 全共通信（第４号） 

・ 水質汚濁防止法 排水基準の改正 

・ 速やかな手当金受け取りのために 

夏季休暇期間中の防疫対策の徹底について 

まもなくお盆などの夏季休暇を迎え、国内外で人や物の動きが活発になる

ことが予想されます。一方で、韓国などの日本の周辺国では口蹄疫など日本

での発生のない家畜伝染病が発生しており、旅行者の荷物や持ち込む食品内

にウイルスが付着している可能性もあります。農場従事者の不要不急の海外

渡航は控え、関係者以外が農場内に入ることのないよう、衛生管理区域の柵

やロープでの明確な区分や、立入禁止の表示などを再度確認してください。 

 

集乳車乳等の牛ウイルス性下痢（BVD）検査結果について 

牛ウイルス性下痢（BVD）は慢性の下痢や流産などの繁殖障害を引き起こす届

出伝染病です。継続的にウイルスを排泄する持続感染（PI）牛の摘発が農場での

汚染を防ぐために重要です。BVD ウイルスのまん延防止・清浄性の確認のため

群馬県では集乳車乳やバルク乳を用いた BVD 検査を年２回実施しています。 

今年度 7 月に県央クーラーステーション等で検査を実施しましたが、BVD ウイルスは検出

されませんでした。次回の検査は令和 8 年 1 月頃を予定しています。ご協力をお願いします。 

また、今年度、群馬県内で PI 牛が摘発されています。当該牛は育成牛で預託前の検査で摘発

されました。母牛が預託牧場で妊娠中に BVD ウイルスに感染したことで、出生した子牛が PI 牛

になったと疑われています。「導入牛や預託前の検査」に加え、「導入牛及び預託先から退牧

した牛の産子の検査」が重要です。ぜひご検討ください。検査手数料は１頭あたり 1,290 円

です。 



ランピースキン病発生時の対応について 

昨年度、九州でランピースキン病が発生したことを踏まえ、ランピースキン病が発生した場合

は以下の対応を実施することとなりました。ランピースキン病の発生を防ぐため、飼養衛生管理

基準の遵守や吸血昆虫対策（添付リーフレット参照）等の実施をお願いします。また、ランピー

スキン病を疑う症状（全身の皮膚に結節の発生など）の牛が確認されましたら、家畜保健衛生所

までご連絡をお願いします。 

 
 

カラスなどの野鳥対策の徹底をお願いします！ 
 県内でサルモネラ症（※）やボツリヌス症（※）といった牛の病気が発生しています。これら

の原因菌が侵入してくるルートの１つにカラスなどの野鳥の飛来があります。 

また、東部管内には複数の畜種が密集している畜産団地もあります。現在国内で問題となって

いる高病原性鳥インフルエンザや豚熱のウイルス侵入ルートの１つとして野鳥があげら

れます。地域一帯で病気の発生を防止するため、カラスなどの野鳥の誘因防止対策の徹

底をお願いします。 

 殺虫剤の散布 

 飼養牛のワクチン接種 

 牛の移動・出荷制限（ワクチン接種完了から 21 日間） 

ランピースキン病発生農場から 5km 以内にある農場 

 ランピースキン病に感染した牛（感染牛）の速やかな隔離・殺処分 

 感染牛から搾乳された生乳等の廃棄処分 

 飼養牛の臨床検査・ワクチン接種の実施 

 農場の消毒や殺虫剤の散布 

 牛の移動・出荷制限（感染牛の殺処分完了日から 28 日間） 

ランピースキン病が発生した農場 

畜舎・堆肥舎へ 

防鳥ネットの設置 

農場・畜舎周囲の 

除草や樹木の伐採 



 

※サルモネラ症（一部届出伝染病〔S. Typhimurium、Ｓ. Dublin、S . Enteritidis〕） 

 牛がサルモネラ菌に感染すると発熱や下痢、流産などを引き起こします。一度発生すると農

場に甚大な経済的損失をもたらすだけでなく、清浄化まで防疫対策の負担も大きく、終

息までに数か月を要します。サルモネラ菌は保菌牛の導入やネズミ・カラス等を介して農場に

侵入します。 

 

※ボツリヌス症 

 ボツリヌス菌が産生した毒素で汚染された飼料等を食べた牛が毒素により突然の起立不能、呼

吸困難等を起こし、死亡します。この毒素は細菌が産生する中で最も強力と言われており、

国内では 600 頭もの牛がボツリヌス毒素により死亡した事例も確認されています。ボツ

リヌス菌は広く自然界に分布しており、カラスなどの野鳥が持ち込む可能性もあります。 

 

 

 

家畜排せつ物の流出に注意しましょう 
近年は夏場に突然、大量の雨が降ることが多くなりました。 

大雨により家畜排せつ物や堆肥が、周辺の土地や道路等に流出することも心配されます。 

 畜舎や堆肥舎の修繕、周辺の清掃をきちんと行っていますか？ 

 畜舎や堆肥舎に雨水が流入しないように対策はできていますか？ 

 畑に搬出した堆肥は、散布後、速やかに耕耘していますか？ 

日頃から家畜排せつ物の適正管理を意識し、今一度確認をお願いします。 

 

 

 

飼料製造管理者講習会の開催について 

落花生油かすを原料とする飼料、または、抗菌性物質製剤を含む飼料等を製造している場合、自

家配合農家においても飼料製造管理者の設置が必要です。 

・申請期間：令和７年７月 16 日～８月２９日 ＊郵送は必着 

・開催日：令和７年１月８日～２月 2７日（受講期間）、２月 2７日（試験日） 

・受講方法：e-ラーニングシステムでの動画視聴（一時中断、再開も可能） 
＊4 時間講義×9 回、全 36 時間 

・試験方法：最寄りのテストセンターでコンピュータによる試験を実施 

・受講料：４８，５００円 ＊別途サブテキスト代要。 

・問合せ先：独立行政法人 農林水産消費安全技術センター 肥飼料安全検査部 飼料管理課 

※申請書、開催情報（FAMIC ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）→http://www.famic.go.jp/ffis/feed/sub2_koshu.html 

 



畜産共進会開催のお知らせ 

○東部地域予選会（出品者農場における巡回審査） 

（1）開催日 

繁殖和牛の部：令和７年１０月３日（金） 

乳牛の部  ：令和７年１０月６日（月） 

（2）申込方法 

    出品を希望される方は、家畜保健衛生所までご連絡ください。 

    関係書類をお送りします。 

申込〆切 繁殖和牛の部：９月２６日（金） 

     乳牛の部  ：９月３０日（火） 

○群馬県畜産共進会 

山羊の部  ：令和７年 ８月２９日（金） 渋川家畜市場 

繁殖和牛の部：令和７年１１月１０日（月） 群馬県畜産試験場 

乳牛の部  ：令和７年１１月１７日（月） 群馬県畜産試験場 

 

 

第１６回全日本ホルスタイン共進会開催のお知らせ 
 

開催日：令和７年１０月２５日（土）、２６日（日） 
会場：北海道勇払郡安平町ホルスタイン共進会会場 
※県予選会は、令和７年９月２６日（金）に群馬県畜産試験場にて開催されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《疾病等の発生に伴う休日等の対応について》 

休日等であっても家畜の異常が認められた場合は、家畜保健衛生課あて連絡をお願いします。 

 

東部農業事務所家畜保健衛生課（東部家畜保健衛生所） 

〒３７３－０８０５  群馬県太田市八重笠町３６１－３ 

電 話：０２７６－４５－２０４１、ＦＡＸ：０２７６－４５－９９９４ 

 

※「やえがさだより」は、群馬県ホームページにも掲載しています。ご活用ください。 

※ 畜産業を廃業された方に送付された場合は、家畜保健衛生課までご連絡ください。 





TEL 027-226-3111 TEL 027-2 8-0371
TEL 027-362-2261 TEL 0279-75-2240
TEL 0278-24-3888 TEL 0276-45-2041
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